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はじめに地勢地理的 いえば、地球の表面は、陸地と水から成っている。その比率は、陸が四分の一、水は四分の三である。陸地は海や水とは対照的に、
地表の堅固な部分である。一方、水は海や河川や湖水などをなしている（
O
.E
.D
） 。
陸りく
は地球の乾面のことをいい、面積により陸を区分すると、
―
大陸……陸のもっとも大きな区分島………水によって囲まれた小さな陸
宮永
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島しま
は四方水
みず
によって囲まれた陸地のことであるが、これはつぎのように区分される。
陸島……大陸から分離してできた、大陸にちかい大きな島をいう。日本やイギリスがそれである。海島……
	 絶海の孤島をいう。ナポレオンが流刑になったセント・ヘレナ島がこれである。島は火山もしくはサンゴ的構造よりなる（志賀重昻述『地理学講義』政教社、明治
30・５を参照） 。
本稿は、約言すれば、 「陸島」である日英両国の文学にあらわれた自然描写を瞥見したものである。一
　
日英の比較地理
まず本論に入るまえに、日本とイギリスの地勢（土地のありさま）の特徴についてのべておこう。日本 イギリスも島国である。その地形的特
徴は、
―日本…………弧
こじょう
状（弓の形のように曲っている）
イギリス いびつなひょうたん
00000
（楕円形の中央の部分がくびれている）
日本は連なり並んだ、いわゆる列島であり、大小さまざまの形をした山
さん
地ち
から成る。日本列島は“島山”ともいえる
（１）
。その山地のあいだに盆地
や平野や河川がある。
一方、はるかヨーロッパにおいて、海峡ひとつで大陸と隔てられている最大の島は、イギリスである。
大ブリテン島……
	 イングランド、スコットランド、ウェールズを総称したもの。面積は二一七、七二〇平方キロ。日本の本州の二二三、五〇〇平方キロと大差はない。
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イブリティッシュ・アイルズ
ギリス諸島といえば、大ブリテン島、アイルランド、マン島および隣接する島々をさす。それは、北緯五〇度から六〇度に位置し、北海道の
さらに北、カラフトのまん中あたりの高緯度である。
イギリスはヨーロッパ大陸の西に接する“海島
（５）”である。日本のように高い山はなく、土地は平地が多い。気候は不順であり、一定していない。
とくべつな景観は白亜のがけであり、いっぱんにそれをダウンズ（丘原）とよんでいる。その白亜 丘陵にみられるのは、牧場・芝生・草原・麦畑・野菜畑であり、ほかに古風な農家、ポプラ並木、ニレの樹、羊のむれなどを目にする。
イギリス人がその風景の美をもってスイスのそれに比較するのは
（６）
、スコットランド北部と南部の山地、イングランド北部の湖
こしょう
沼地方である。
自然界とは自然の世界のことであり、そこにみられるさまざまの美のことを“自然美”とよんでいる。が、じっさいこの語はとらえどころがな
い。しかし、われわれは自然界を「天」と「地」にわけて考えることができる。概括すると、天にあるのは、太陽・月・星であり、地にあるのは海・河川・湖水・大地である。
〔イギリス〕気候はメキシコ湾流のおかげで、夏は東京よりも低く、冬はあたたかい。人口密度 、日本よりも低い。イギリスは丘陵性（低地と高地）である。水は
有ゆう
機き
酸さん
（炭素をおもな成分とする化合体）を多量にふくみ、褐色
（黒づんだ茶色）である。
地表の大部分は、海抜二〇〇 ートルに 達せず、一〇〇〇メートルを
超える高地もわずかである
（２）
。大ブリテン島の東部、南東部は農牧地をなし、
また北部、スコットランドは渓湖の美に富んでいる。
海岸はノコギリ状である
（４）
。
〔日本〕一年中の平均気温は、箱館あたりに匹敵する。日本は山地が多い。山地高度がたかい。水は概して質がよく、透明である。日本は天然の山水に富む
（３）。
複雑な海岸線をなさない。
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一
　
波
二
　
陸地（崖、海岸、丘陵、山）
三
　
浮遊物（船舶 浮標）
四
　
太陽
　
月
　
雲
　
風
　
霧
　
かすみ
波は風力によって浮動する海水のうごきである。水面の上下運動である。波のうつくしさは、空間におけるそのうごきにある。その形に高低が
あり、海岸に打ちよせては、くだけ、ときに白
はくまつ
沫（しぶき）を飛ばすが、そこに雄壮美が感じられる。
エドゥアルト・フォン・ハルトマン（一八四二～一九〇六、ドイツの哲学者）は、起伏する波のかたちから、それを力美とよんだ。海の色はい
ろいろある。藍
あい
（ふかい青） 、緑、青
あお
紫むらさき
、灰青色、褐色など海のふかさや遠浅などによって色も変化する。
陸地は海に接し、さまざまの風景をつくり、海洋の美は、その陸地との合作である。浮遊物とは、浮かびただようもの
―
船舶や浮
ふひょう
標（航路標
自然美をその中味から分類すると、つぎの二つに分けることができる。
空間的な美……太陽の美
　
月の美
　
星の美
　
風の美
　　　　　　　
雲の美
　
雨の美
　
水の美
　
山の美
　　
花かき
卉草木の美
　
禽きん
獣じゅう
虫ちゅう
魚ぎょう
の美
時間的な美……明けがたの美
　
たそがれの美
　
四季の美
注・江藤桂華著『美学大要』 （新声社蔵版、明治
33・２） 、二五～二六頁。
大陸や島をとりかこんでいる海は、つぎのようなものといっしょに“海洋
の美”を構成する。
イギリスの“白亜のがけ”。
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識）のことであり、とくに帆
はんせん
船のすがたは美しく、人をひきつける。
一
　
文学形態の様
ジャンル
式としての主
テーマ
題の研究
　　　　　
文学の材料としての日英両国の自然描写
西暦紀元前五十五年、ジュリアス・シーザー（前一〇二年ごろ～四四、ローマの政治家）は、ガリア（いまの北イタリア・フランスをふくむ古
代ローマの属領）を征服したとき、海のかなたにブリタンニア（大ブリテン島南部）という所があることを知った。かれはガリア人からこの島についての情報をえようとした。
島の大きさや形はどうか。どんな部族が住んでいるのか。くらしむきはどうか。その結果、ブリタンニアの地勢は、
―
「三
トリアングルム
角形」 （
triangulum
）であり、その一面はガリアにむいていることを知った。
シーザーは、夏もおわろうとするころ、約八十隻の荷船と軍艦に一万人ほどの兵をのせ、こんにちの北仏ブーローニュ・シュール・メール
（７）
（パ
リの北北西二四二キロ）を出帆し、対岸の東ケントの海岸にむかった。
船からブリタンニアの“白い崖”をみたかどうか、 『ガリア戦記』には何も
しるされていない。けれど軍団の先発が、いまの東ケントの海岸についたとき、海が山の断崖でふちどられた高い丘に、武装した敵兵がいることを知った。『ガリア戦記』に出てくるブリタンニアの地勢の特徴は、 「断崖」 （
collis ）と
「高い丘」 （
locis	superioribus ）だけである。
英雄叙事詩「ベオウルフ」 （三一八二行）は、その主人公ベオウルフの武勇
をつたえたもので、遍歴詩人らが宴会 どで立琴にあわせて歌ったものとされている。その製作年代ははっきりせず、六世紀から八世紀ごろの作とされている。上代の英文学における古英詩の代表作 もある
物語の舞台は、イギリスではなく、暗くて寒い北国
―
デンマークや南スウ
　　　 『頭書大全　世界国尽　附録　六』より。　　　
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ェーデンである
（８）
。作者は人物や風景、事件など、特定の面だけを取りだして描いているという
（９）
。風景描写などに写実的な点描がみられるが、視覚
にうったえるのは、自然界の明暗やけわしくそびえ立つ崖や波のはげしいうごきなど、運動感覚的イメージである。
そこでは土地が暗がりに閉ざされている、そこに彼らが住む。狼の出る斜面、風すさぶ海岸の岩壁だ。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
大和資雄訳
ほかに道具立てとして、たとえば、潮路（海路） ・うず・波頭（なみがしら）などのほか、切りたった崖・岬・海岸の高み（丘原）に相当する
語がみられるが、それらはイギリスにおいてみられ ものと同じである。
舳みよし
に
水みなわ
泡
を立てる船は、風に
船ふなあし
脚
を速め飛ぶ鳥さながら波立つ海原を進み行き、……明くる日……船人らは陸地を認め、海に臨む
切き
り
岸ぎし
（断崖
―
引用者）が陽
ひ
に映
は
えるのを、峨
が
々たる山
やま
並な
み、海に長く伸びた岬を望み見た。
注・ 「ベオウルフ」第３節より。 （忍
おし
足たり
欣きん
四し
郎ろう
訳『ベオウルフ』岩波書店、平成２・８） 。
十八世紀中葉の詩人にトマス・グレイ（一七一六～七一）がいるが かれには場景として荒々しい海が出てくる「詩仙―ピンダロス風頌詩」や
荒磯が出てくる「運命の魔女たち
　
頌詩」がある。
古代のイギリス人もまた海賊として北方の海岸に跳梁し、ものさびしく、荒々しい環境に身をおいて活躍した。波の力を詠んだ日本 は数多いるであろうが、わが国には、こんな歌がのこっている。
おほ海の磯もとどろに寄するなみ　　　　　
われて砕けてちる哉
かな
　　
源
　
実朝
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イギリスの海岸は、砂地か小石からなっているが、磯を寄せては返し、返しては寄する波のひびきを、マスュ・アーノルド（一八二二～八八、
イギリス詩人・批評家）は、 「永遠にわたる哀痛の音」とよんだ（夏目漱石『文学論』大倉書店、明治
40・５、三九八頁） 。
陸地にみられる「山
やま
」とは、平地よりもいっそう高く盛りあがった地形をいう。地表にある自然の高所だという（
O
.E
.D
）
大ブリテン島のなかでも北部のスコットランド地方には、山地がつらなっているが、最も高い山
―
ベンネヴィスにしても、一三四三メートル
しかない
）（（
（
。これがブリテン島の最高峰である。スコットランドの北部と南部の高地をのぞくと、イングランドの地形は概して丘陵性である。
一方、日本は山地が地表 七十一
％
）（（
（
をおゝっている。その地形は、傾斜が急であり、しかもけわしい。スコットランドの高地に住むものを
h ハイランダーighlander （ 「高地人」 ）と呼んでいる。が、日本人は島国民であると同時に山国民でもある。山岳（やま）は、その高度により山と呼ぶばあいと、
丘とか小山と呼ぶときがある。が、その呼称は地方や国により一定していない。ふつう高い高度を有するものを「山」 、あまり高くない山地を「丘陵」と呼ぶようだ。
山は高さや形状により、
頂いただき
・中腹（山腹） ・ふも
と
）（（
（
の三つに分けることができるが、それぞれ絶景や奇観（珍しいながめ）を現わしている。お
よそ山の美は、外面的かつ単一的 ものである。 れは空間的な美をもつもので、エドゥアルト・フォン・ハルトマン いう
形式美力的美
など、二つの面から直接的に認識できる。しかし、山岳や丘陵 美を味わうに 、じっくり観察せねばならぬ。
山マウンティニア
地民（
m
ountaineer ）であるわれわれ日本人は、生来自然がすきであり、その山の美しさを詩や文章にしてきたが、イギリスにおいては絵画
や詩文や評論において描 れることも少くなかった。たとえば、ジョン・ラスキン（一八一九～一九〇〇、英国の評論家・社会思想家）は、自著『近代画家論』において、山を讃美してやまなかった。
かれにとって山は、人類のためにつくられた学舎、寺院であり、学者にとって 知識の宝庫、哲学者にとっては思索をおこなうための静かなす
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ドロスィは、アルフォクスデンでもグラスミアにおいてもそうであるが、よく丘に眼を転じ、観察し、またときにそのうえを散歩した。
丘のてっぺんまで行った。
　
	
一七九八・二・二四
　
夕方、山腹の谷をわけている丘のうえに登った。
　
	
一七九八・四 〇
　
窓からみえる山は、はるかに青々とみえた。
　
	
一八〇〇・五 一八
　
家の上手の丘のうえを歩いた。
　
	
一八〇〇・六 四
　　
丘を歩いてライダル湖まで行っ グラスミア湖はとても美しく、わたしの心はとけてしまいそうだった。
　
	
一八〇〇・六 二三
　
わたしたちはライダル 反対側に行き、長 こ 山をみていた。グラスミアの山はすべてまっ黒であったが、ライダルの山はと も明るかった。
	
　
一八〇〇・八・二
　
山の色はくすんでいた。
	
　
一八〇〇・一
どんよりした日。 陵のうえにもやがかゝ て
	
　
一八〇〇・ 〇・ 三
山はむらさき ……
	
　
一八〇〇・一一・二六
丘のうえに雪がみられた
	
　
一八〇一・二 三
　　
山は黒く、切り立ち、ある山の頂上にまだ雪が られ
	
　
一八〇一・二 二
　
みかであった。
われわれは、漱石がいうところの目のまえの感覚的材料
―
自然界の景物によって心をう
ごかされ、それをことばにして発表するのである。
丘陵や小山、湖水を写生したイギリス人をひろうとすれば誰であろうか。湖畔詩人ウィリ
アム・ワーズワース（一七七〇～一八五〇）には、ドロスィ（一七七一～一八五五）という妹がいた。彼女は湖水地方のアルフォクスデンやグラスミアの素朴なくらしを日記にしるし、一八八九年から一九〇四年にかけてそれらを公刊した。このなかに山や丘陵を描いた簡明な文章がみられる。
ドロスィ・ワーズワース
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丘陵は陽気にみえた。
	
　
一八〇一・四・一六
　
注・
E
dited	by	W
.	knight:	 Journals of D
orothy W
ordsw
orth,	vol.1,	M
acm
illan	and	C
o,	L
ondon,	1897,	P
.31 ～
P
.158	 を参照。
サムュエル・ティラー・コールリッジ（一七七二～一八三四、英国の詩人・批評家）の詩「閑地を去った時の思い出
―
説教によりふさわしい
もの
―
ホレイシオ」 （一七九五年作）に、段
テラス
丘（海岸などにそって、階段状をなしている土地）のことが出てくる。
あそこの水路、島々、そして白帆霞かす
んだ海岸、雲のような段丘、そして
果てしない海原
―
その様は偏在する神
のようだった
！
野上憲男訳
地球の外
―
宇宙にある物体を総じて天
体といい、具体的には太陽・月・星などをさす。ほかに雲・風・霧・かすみ・雷などの現象、花鳥なども詩歌や文章の材料として用いられてきた。
イギリスの文学者で“太陽”をよんだ者
は、そう多くはあるまい。筆者の乏しい知識のなかでさんぜんと輝くのは、湖水派の詩人ウィリアム・ワーズワース（一七七〇
湖水地方の地図グラスミア村
グラスミア湖 ライダル湖
ライダル
アンブルサイド村
ワンスフェル・パイク
ウィンダミア湖
ウィンダミア村
ボウネス村
ホークスヘッド村
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～一八五〇）である。かれは幼いころより湖水の景色を愛し、後年グラスミア湖畔のちかくに居をかまえた。
少年のころ
湖レークディストリクト
水地方
（イングラント北西部にある観光地、国立公園）のホークスヘッ
ド村のグラマー・スクールにかよい、朝夕自然のふところにいだかれながら、湖水・丘陵・川岸などを愛した。一八〇五年に完成した長編詩『ザ・プレリュード』は かれ自身の心の発達をしるしたものである。小説であれば、さしずめ自叙伝といったところである。
渋江保編『英国文学史
　
全』 （博文館、明治
26・３）では、
T
he P
relude を“唱音”と訳
している。筆者は大学三年生のとき、教場で一ヵ年間かかってわずか十五ページほど
―
第ブック・トゥー
二巻だけの講読（教授の独演）をうけたなつかしい想
い出がある。学年末のテストに出された訳解の箇所は、まさに沈みゆく太陽を讃美した部分であった。五十年以上もたったいまも、出題されたところを覚え『ザ・プレリュード』の第二巻は、 「学
スクールタイム
校時代」のことを謳
うた
ったものである。少年ワーズワースは、眼にみえるありふれたものの中で、太陽を愛
しはじめていた。太陽をわれわれの地上の生の誓い、また保証として愛し、またその陽光をみることによって、人間の生を実感した。かれが太陽を愛 たのは、これが理由であった。
正面の建物がホークスヘッドの「グラマースクール」
ウィリアム・ワーズワース
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太陽が朝の山
やま
の上にその美
うる
わしさを置
お
き、西
せいほう
方の山がその沈み行く球体に触
ふ
れるを見、想い煩
わずら
い無
な
き多くの時
じ
々、幸福に溢
あふ
れて、わが血
ち
潮しお
は己
おの
が歓
よろこ
び
に流るるごとく見え、われはただ歓
かん
喜き
に息
いき
づいた。
	
注・
Ｗ・ワーズワース作野坂
　
穣訳
　　　
『プレリュード
　
序曲
　
Ⅰ』 （中央公論事業出版、昭和
44・５）より
。
“月”は地球にいちばん近い天体（地球の大気のそとにある物体）である。地球の唯一の衛星である。地球から二十五万マイルはなれたところにあり、太陽とともに人間にしたしい天体である。月は古来より、神話・伝説・詩歌の素材をなし、自然美の代表の一つである。カントのいわゆる“
自フライエシェーンハイト
由美
”とは、この月のようなものをいうらしい
）（（
（
。
月の美しさはどこにあるのか。月の美は、何んといってもその光輝（かがやき）にあるようだ。
金色の光…………………夕ぐれの東の空にみられるもの。ぼんやりかすんだ光 春の夜にみられるもの（おぼろ月） 。清きよ
く澄
す
んだ光……………秋の夜にみられるもの（名月） 。
青白き光……………… 冬の夜にみられるも 。
月の光輝とは、どのような色彩をもち、またどのような観念や感興を人の心に引きおこす のなのか。総じてそのかがやきは、青
0
と白
0
とをまぜ
た色相（灰色がかった青
―
うす青）をしている。この色彩は、一つは沈うつ
000
、二つは純潔
00
の観念をおこし、清浄純潔なる印象をあたえる。
月つき
夜よ
とは、月の照っている夜、月のうつくしい夜 意である。月がわれわれの眼に写る は夜のことである。高山林次郎（一八七一～一九〇二、
明治期の評論家。樗
ちょ
牛ぎゅう
はペンネーム。早大・東大の教壇に立つとともに旺盛な評論活動をつづけた）によると、月夜の美を成すものは、およそ三
つある、という。
（12）185
明治期の木版画家）のしずかでひっそりとした風景画をおもいだす。高山はまたいう。月光の色は“青”とすると、その青色の色相およびそれが引きおこす感情について一言を要する、と。“青”はその強さにおいて黄や赤におよばないという。もし黄や赤が“光”に近いとすれば、青はむしろ“暗” （暗柴色）にちかいという。青は一種の色として多少力はあるが、黄や赤とはことなり、積極的にひとの気分をたかめるものではない。青は寒色であり、その表示するところは、冷・静・安
あん
慰い
（ひとの心を安
やす
んじ、なくさめる） ・
寂じゃく
莫まく
（ものさびしく、静まっている）である。さらに大げさにいうと、青は無限・永遠・神秘
といった色相をおびているという（ 「月夜 美感に就いて」 『
樗牛全集第一巻
　
美学及美術史』所収、博文館、明治
36・１） 。
月をうたった英詩人は多いが、ロマン派詩人バイロン（一七八八～一八二四）の詩に、つぎのようなものがある。
　　
羅ローマ
馬の夜
星せい
斗と
（星）は
燦さんらん
爛（あざやかに輝く）なる光輝を以
もっ
て
月げっこん
魂（月）は
皎こうけつ
潔（白くきよら ）なる光輝を以て
夜の世界を麗
うる
はしく飾れり。
一
　
月の光
二
　
月光に照された夜の世界
三
　
月夜の 景が観者の心にひきおこす連想
月の光の色彩は、 「青」である。もし空や海の色に、いくらか
暗あん
（暗柴色）や
淡たん
（
淡たんぼく
墨―
うすい黒色の意か）をくわえると、容易
に月光を想像しうるという。
筆者などは、月の光、夜景というと、つい安藤広
ひろしげ
重（一七九七～
一八五八、江戸後期の浮世絵師）や小林清
きよちか
親（一八四七～一九一五、
月夜の海
184（13）
日英両国の文学に現われた自然観
ただ神と自然とを侶
りょ
（なかま）とせる。
わが此
こ
の淋
さみ
しき独
ひとり
の身には、
闇くら
き夜の世界と親
したし
まん み。
	
注・佐藤儀助『自然美観』 （新声社、明治
33・
11） 、三三頁より。
またスコットランド詩人ロバード・バーンズ（一七五九～九六）の「美しき少女」 （
T
here	w
as	a	lass,and	she	w
as	fair ）の「その六」にも、月
の光のことが出てくる箇所がある。
露つゆ
けき夕
ゆう
べ、流
みづ
の面
おもて
に
　
月の光り4
の宿
やど
るごと、
美うま
し少女 胸
むねきよ
浄く
　
やさ き恋 さゆらぎぬ。
注・小原無絃訳『バーンス
マ
の詩
　
』 （日高有倫堂、明治
39・２） 、九一頁。
一方、わが国では、 “月”は「花鳥風月」 、 「雪月花」などと共に、自然美の代表とされてきた。月というと秋の月をさすことが多いという（ 『国
語大辞典』小学館） 。
日本の神話では、 “月” 「
月つき
夜よ
見みの
尊みこと
」をいう。月のことが出てくる古文献『
古こじき
事記
』 （奈良時代の史書）に、 「
汝な
が
著け
せる
襲おすひ
（上代の衣服
―
頭からかぶり、下まで長く垂れた衣装）の裾
そで
に
都つき
紀（月）立
た
ちにけり」という文章がある（同辞典） 。
“月”は古来、わが国の和歌や俳句や漢詩において、よくよまれた。月はその青の色相をもって、秋の自然美の絶頂をなした。
月つき
見み
れば
千ちぢ
々に物
もの
こそ悲
かな
しけれ
我わが
身み
一ひと
つの秋
あき
にあらねど
（14）183
限かぎり
なくすめる月には
　
いにしへの人のかけさへ見
み
に渡る哉
かな
大空のすめるがうへにすむ
　
月つき
の光
ひかり
こそ
　
秋あき
のひかりなりける
月の光は、秋の夜
や
光こう
そのものである。それは人生の悲哀、ため息、哀感の発現でもある。
老おい
の身
み
は
　
今こ
宵よい
の月
つき
も
　
門かど
でみむ
明めい
月げつ
にかくれし星
ほし
のあはれなり
月つき
影かげ
や
海うみ
の音
おと
　き
聞く
長なが
廊ろう
下か
月ともみじを酒の乞
こつじき
食
　　　　　　
芭蕉
月さびし堂の軒
のき
端ば
の雨しづく
　　
宗波
“星”とは、夜空に点々と光ってみえる物体（天体）のことである。ワーズワースとコールリッジ（一七七二～一八三二、イギリスの詩人・批評家）の合著『抒
リリカル・バラッド
情民謡集』の巻頭をかざる「
老ズィ・エインシェント・マリナ
水夫
」のなかに、星くず（無数の星）のことが出てくる。
南氷洋から赤道直下の太平洋にいたった幽霊船は、日没に高速で去ってゆく。
日輪（太陽）沈みて、星影
4
（星の光）きらめき、
唯一歩にて暗闇来るや、嘯うそぶ
き（吟詠）も遠く、海のかなたに
幽霊船は射るごとく去りぬ。　　　　　　　　　　
斎藤
　
勇訳
182（15）
日英両国の文学に現われた自然観
“星”そのものを直接テーマとした詩や散文は、英文学には少ないように思える。星が登場する多くのばあいは、修飾語としてである。トマス・グレイの「詩仙―ピンダロス風頌詩」の「一の二」に、 “ながれぼし”が出てくる。
悲しみの黒衣をまとい、奥深い眼を光らせて、詩
し
仙せん
（詩の名人）は立っていた。
（あご鬚
ひげ
と白髪を風になびかせている様
さま
は、
荒れ狂う大気の中の流星
4
さながら。 ）
おなじグレイの作「楽曲用頌詩」の「大合唱」のなかに、大きな星が出てくる。
名誉あるこの道を着実に進め。岩がん
礁しょう
も恐れず、海岸にも近づくな。
ブランジックの巨星
4
（国王ヂョージ三世の祖
―
ハノーヴァー選挙侯ブランジック公爵
―
の守り星の意）は
あでやかに微
ほほ
笑え
み、
恐ろしい大海を金色に輝かしている。
	
注・
グレイ作
　　
福原麟太郎訳
『墓畔の哀歌』 （岩波書店、昭和
45・８）より
。
ワーズワースの詩「幼年時代を追想して不死を知る頌」の「二」に、虹
にじ
・バラ・月ととも
に“星”が出てくる。
空は雲なく晴れ渡れば、
トマス・グレイ
（16）181
月は喜びに充
み
ちてあたりを照らす。
星づく4
夜（星があかるく輝いている夜の意）の水は
いとも美しく清らかなり。
おなじワーズワースの「比
ひ
いなき輝やきと美との夕べに作れる」の「一」に、星が出てくる。
野のべ
辺と入
いり
江え
とが、
調節されし反影をもってひびきしことありき。或は星
4
のごとく彼らは高きに登りて、
高き天と低き地 ため、それぞれふさわしき歌をうたいしことありき。
	
注・田部重治選訳『ワーズワース詩集』 （岩波書店、昭和
42・６）より。
わが国においては、星は俳句の季
き
題だい
（その季節をしめす語）としてよく用いられる。星は秋の美のひとつの特色をしめすものである。
明みょう
　
星じょう―
あかるく輝く金星。
星ほし
　
影かげ―
星の光。
天あま
の川
がわ―
初秋に川のようにみえる のむれ。
明星4
の影よりかけて秋の空
あら海や佐渡に横
よこた
ふ
天の川4
更行や
水みず
田た
の上
うえ
の
天の川4
180（17）
日英両国の文学に現われた自然観
星をあおぎ見たときうける感壊は、人によってそれぞれ異なるであろうが、ある人はそこに
崇美
　
創造主
崇高
　
天使
などを連想するらしい（佐藤儀助『自然美観』 （新声社、明治
33・
11、三二頁） 。
“雲”とはなにか。それは水蒸気が空中でかたまり、細
こま
かなつぶや氷片となって、あつまりうかんだものである。
雲にも呼称がいろいろあり、形によって、
　
巻まきぐも
雲（羽毛状の白いくも）
　　　
巻積雲
　
高こうせきうん
積雲（線状、波状に群れたくも、中層のくも）
　
高層雲（中層または上層のくも）
　
積せきうん
雲（まるく底が平らな
　
積せきらんうん
乱雲（俗にいう入道ぐも）
　
乱らんそううん
層雲（あまぐも）
など十種類に分けられるという。高度によって上層雲・中層雲・下層雲にわけられる（ 『国語大辞典』小学館） 。
イギリスのいなかの丘陵にみる雲は、たいがい低くたれ込めていて、手がとどくような錯覚をお
こす。せいぜい五、六百メートルの高度に浮んでいるものであろう。したがってイギリスの雲の特徴は、下層雲である。空中に浮んだ雲 形状と色彩にも美が感じられる 雲は季節や時間帯により、形や色をかえる。雲の形状は一言でいえば、 “白色の固まり”である。色彩は基本的には白であるが、あけがた 日中、夕がたにかけて、色は変化し、ピンク・深紅・白・青・オレンジ・黄・柴といろいろ変わる。
雲も星とおなじように、直接テーマとなら ったものか。 “雲”と う単語がよく散文に散見
イギリスの雲。
（18）179
する。ジョージ・ギィシング（一八五七～一九〇三、イギリスの作家）の代表作『ヘンリーライクロフトの私記』の「冬」において、つぎのように描かれている。
雨雲4
を飛ばしながら海峡から吹きつける疾風と、山々の上にくだける泡立つ霧とのため、自分は終日、家に閉じこもっていた。
　　
……………………
春の光を待ちかねて、近頃自分は、眼をさませば空が見えるやうに、ブラインドを明けたままで寝ている。 （中略）大気は静かであった。西空がかす
かに薔
バラ
薇色を帯びているので、東天が快晴を約束しているこ を知った。一片の雲
4
も見えなかった。
	
注・
ギィシング著中西信太郎訳
『ヘンリーライクロフトの私記』 （岩波書店、昭和
21・１）より
。
ドロスィ・ワーズワースが『日記』において描く雲は、もうすこし説明的である。
こよなく愛するグラスミアがみえてきた。谷は月の光に照らされて美しく、静かであった。空にはゆっくりと動いている
0000000000000
、とても大きな雲が浮んでい
000000000000
た
0
。それが山のいくつかの部分に、大きな影のかたまりを投じていた。　　
…………………………
空には雲
4
ひとつなかった。注意せよ
―
しょっちゅうそうである。
	
注・前掲書
		Journale of D
orothy W
ordsw
orth	 より。
わが国においては、古くは雲につぎのような文字を当てた（ 『国語大辞典』小学館） 。
畝うね
傍び
山やま
　
昼ひる
は久毛
00
（くも）と居
おり
…………………………………………………古事記
今いましろ
城なる小
をむれ
丘が上に
　
倶護
00
（くも）だにも著
しる
くし立たば
　
何か歎かむ……日本書記
178（19）
日英両国の文学に現われた自然観
松尾芭
ば
蕉しょう
（一六四四～九四、江戸前・中期の俳人）の有名な『奥の細道』 （俳諧紀行文）の冒頭の一節に、 “片
へんうん
雲” （小さな雲）が出てくる。
舟ふね
の上
うえ
に生涯をうかべ
　
馬うま
の口
くち
をとらえて
　
老おい
をむかふる物（者）は、日
ひび
々旅
たび
にして、旅を栖
すみか
とす。
古人も多く旅に死せるあり。予もいづれの年よりか、片雲
00
（へんうん）の風にさそはれて、漂泊の思ひやまず、……
行ゆくくも
雲や犬の欠
かけばり
尿
むらしぐれ
　　　　　
芭蕉
雲4
とへだつ友かや
　
雁かり
のいきわかれ
　　
芭蕉
日にかゝる雲
4
やしばしのわたりどり
　　
芭蕉
若山牧
ぼくすい
水（一八八五～一九二六、明治・大正期の歌人）の短歌に、雲をよんだものがある。
雲4
ふたつ合はむとしてはまだ遠く
　　　　　　　　　
分わか
れて消えぬ春の青ぞら
　　　　　
牧水
雲4
深き
岬みさき
へわたる古
ふるぶね
汽船のあとより起る夏の青
あおなみ
浪
　　
牧水
“風”とはなにか。それは空気が流れうごく現象をいう。すなわち地球の自転や気圧の差によって起こる空気の流れのことである。人間の肌にとって、風は冷たかったり、涼しかったり、生暖かかったり、あつかったりする。風は荒れた自然や荒涼感をひきおこす作用があり、古代の英文学では『ベオウルフ』の世界がそれである。中世英詩人のジフリ・チョオサー（一三四五～一四〇〇）は、 『キャンタベリ物語』において、はげしく吹く風（あらし）のことを詠じている。
来い、夏よ、やわらかい陽ざしとともに
（20）177
空を吹く激しい風
4
は
　
大陽と組打ちし、
木の葉は枝から落ちて、地面にちらばる。　　　　　　　　　　　　　　　
村岡
　
勇訳
ロバート・バーンズの「あはれ少女よ」 （
O
	L
assie,	art	thou	sleeping	yet ）の「三」に、冬の夜に吹くあらし
000
のことが出てくる。
わが身吹きまく寒風
4
は
いとで猛
たけ
りて荒
すさ
めども、
君が心のさむきこそわが悲
かなしみ
痛の源
もと
よ、やよ。
	
注・小原要逸訳『バーンスの詩』 （日高有倫堂、明治
39・２）より。
ロマン派の抒情詩人Ｐ・Ｓ・シェレー（一七九二～一八二二）の有名な「西風へのオード」 （一八一九年）は、風をうたったものである。
お前は冬のあらし
4
を鎮め、
暗い長い夜を追い払った。　　　　　　　　　　　　　　　
村岡
　
勇訳
十四世紀の英国の叙事詩『サー・ガウェインと緑の騎士』の作者（氏名不詳）は、自
然を愛し、それに繊細な視線を投じ、雲・雪・夕日・木立・沼・奔流や花鳥風月を友としたが、つぎの詩文などは、木枯らし（秋から冬にかけて吹く風）を描いたものである。
ロバート・バーンズ
176（21）
日英両国の文学に現われた自然観
　　
１
おお、荒々しい西風
4
よ、秋の存在の息
い
吹ぶき
よ
その目に見えぬ存在から、死んだ木
こ
の葉
は
が
吹き散らされる、魔術師 逃れる幽霊たちのように
注・アルヴィ宮本なほ子編『対訳シェリー詩集』 （岩波書店、平成
13・１）より。
ワーズワースの「ティンタン寺より数マイル上流にて詠
よ
める詩に」 、風が出てくる。
霧浮き山
　
風4
をして、
思いのままに
　
汝を吹かしめよ。
牧歌「マイケル」において、牧羊者（マイケル）は、風がひきおこす地鳴りのようなものをよく耳にした。
南風4
が遠いハイランドの丘で、
風笛のような地鳴りを立てるのを、屢しばしば
々、きいたことがあった。
さらに「緑の紅
べに
雀すずめ
」において、
―
吹く風
4
にはためく彼
かなた
方の榛
はしばみ
の
木こ
立だち
の中なる紅雀を見よ、
　　
…………
	
注・田部重治訳『ワーズワース詩集』 （岩波書店、昭和
42・６）より。
（22）175
日本文学は、季節感をあらわすための“季ことば”に事欠かないし、秋や冬の自然美の代表的なものとして、 “月”や“雪”があるが、 “風”は
この二つと比べると、いまひとつ審美性に欠けるようだ。
霜しも
を着
き
て
　
風4
を敷
しき
寝ね
（寝床）の
捨すて
子ご
哉かな
　　　　
芭蕉
西か東か
　
先まづ
早さ
苗なえ
（イネの若
わかなえ
苗）にも
　
風4
の音
　
芭蕉
秋風4
に
　
折れて悲しき
　
桑くわ
の杖
つえ
　　　　　　　　
芭蕉
風4
の香
かおり
も南に近し
　
最も
上がみ
川がわ
　　　　　　　　　
芭蕉
月つき
山やま
の
嵐あらし
の風
4
ぞ骨にしむ
　　　　　　　　　　
曾そら
良
風4
たてば
　
有ありあけ
明の海
うみ
は
　
大なる白
しろ
き
　　
瀬せ
（あさせ）となる
　
わが小
こ
蒸じょう
気き
船よ
　　
牧水
寒かんざん
山（さむざむとした山）をよんだ漢詩の中に、 “西風”が出てくる。
寒山西風吹落葉
　　
西風4
（せいふう）落葉を吹
ふ
き
骨聳更嶙峋
　　
骨こつ
聳しょう
更に嶙
りん
峋じゅん
（重なるがけがふかい）
怪石佛頭仄
　　
怪石佛頭仄
かたむ
き
長蘿蛇足伸
　　
長ちょう
蘿ら
（長いツタ）蛇
だ
足そく
伸の
ぶ
	
注・杉浦梅潭（一八二六～一九〇〇、函館奉行をへて開拓使三等出仕）より。
天空から形をなして、地上にふってくるものは、雨・雪・あられ・みぞれ・ひょうなどである。“霧きり
”とはなにか。霧はどのようにしてできるのであろうか。水蒸気が地面ちかくでかたまり、細かい水滴が大気の中にけむりのようになって
174（23）
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いる自然現象をいうとある。
つぎの詩文は、 『サー・ガウェインと緑の騎士』から引いたものである。この一節は山をすっぽりと包んでいる霧をうたったものである。天は
はるかに遠い高いところにあるが、その下は荒れもようである。丘陵に霧がみなぎっているが、やがてそれがはれはじめる。沼沢はみえないが、奔流が霧のなかで音をたてている。
雲は高くかかり、しかしその下は険悪な模様、荒地に霧
4
はしたたり、山は晴れわたる。
山はいずれも帽子を ぶり、大きい霧
4
の衣をまとう。
小川はそのあたりの斜面に泡立ち、砕ける。　　　　　　　　　　　　　　
村岡
　
勇訳
バーンズの「哀歌
―
詩人まさにスコットランドを去るとき詠めるもの」の「一」に、霧につつまれた崖のことが出てくる。
　　　
一
山さびし、狭
さ
霧ぎり
（ 「さ」は接頭語。霧
きり
）こめたる
　
断きりぎし
崖をわれ越え来れば
冬の風おどる〳〵と　
荒れ狂
くる
ひ、絶えず吹
ふ
き立つ。
アルフレッド・テニソン（一八〇九～九二、イギリスの詩人）作
―
漁村哀話『イノック・アーデン』に、灰色のもや（霧）につつまれた島に
谷間があるが、漂着者イノックが発見されるくだりの描写に霧が出てくる。
（24）173
のヴェロナの街で朝濃霧に出会ったことがある。そのときの視界は、二、三メートルといったところで、車のヘッドライトが霧のなかで、丸くうっすらとだいだい色に光っていたことを覚えてい いまイギリスの霧はどんなものか、筆者には想像できない。
霧の美とはいかなるものか。それはおそらくそれがもつ乳白色の色相であろう。それが天や野、谷や海、崖などをすっぽりと包むのである。霧
によってある物象が変化し、何かが現出したり消えたりする。
霧しぐれ（霧が出たり、晴れたりする意か）富士をみぬ日ぞ
面おもし
白き
　　
芭蕉
ほの〴〵と（ほんのり）明石の浦（浜べ）の
朝あさぎり
霧に
　　　　　　　
島がくれゆく
　
船おしぞ思ふ
	
注・佐藤儀助『自然美観』 （新声社、明治
33・１）より。
霧の色相のもう一つの特徴は、それがあたえる感じや色があっさりとして り、気品の高さのように感じられることであろう。“雪”とはなにか。雪は雲のなかの水蒸気が零度以下で結晶し、地上にふる白いものをいう。さまざまの形をしており、星・角板・角柱・針状
などがある。古くは雪につぎのような文字を当てた。
島をとりまいている朝
霧4
の
霧4
の晴間から、音は届かぬが、山の尾を流れ落ちてい
る水を見つけたので、一隊の人々は派遣され、島に上って、思ひ思ひに散らばって、清い流 又は泉をと探しながら、岸辺に騒ぎ立てていた時に、谷間から只一人、よろばひ下りて来る姿があった。	
注・
テニスン作入江直祐訳
『イノック・アーデン』 （岩波書店、昭和
29・６）より
。
霧は日本の都会でくらす筆者には、ほとんど無縁であるが、むかし北イタリア
アルフレッド・テニソン
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天より由吉
4
（ユキ）の流れ来るかも……万葉集
要するに雪は、雲
うん
霧む
（雲と霧）が氷結したものである。雪の美とはいかなるものか。それはそれがもつ色と形である。色相は白色、純白である。
雪景色を絵画や版画においてみると、雪は静的であり、われわれはそこにけがれなさと同時に静寂を感じる。とくに広重の木版画（ 「雪の蒲
かんばら
原」 、
「びくにはし雪中」など）にみられる、雪夜の寂
じゃく
莫まく
（ものさびしく静まっていること）は、一種の静的な幽遠の美を感じさせる。
雪を場景やテーマとした英詩人は多い。ローマン主義的自然詩の先駆者ジェームズ・トムソン（一七〇〇～四八、スコットランドの詩人）が、
冬のわびしさの中で詠んだ詩が「
冬ウインタ
」 （のち『四季の歌』に収録）である。これは吹雪のなかで妻子をのこして死んでいった羊飼いのことをうた
ったも である。
ある羊飼いが谷間にいたとき、雪
ふぶき
吹（つよい風に吹かれて乱れ飛ぶ雪）におそわれ道にまよい、谷から丘へ、また谷へとさまよいつづけるうち
に感覚をうしない、吹きだまりの中で倒れ、そのまゝ亡くな 。
あゝ、最
さいあい
愛の妻や子供らにも、親しき友にも、
彼は二度と会う事はできない。恐ろしい冬の寒さが全身の力を奪い、感覚を純
にぶ
らせ、
体の芯
しん
まで凍らせてしま 、彼は、雪の中で
硬直し、吹雪に晒
さら
され、顔を真っ白にして、長々と横たわっていた。
	
注・林
　
瑛えい
二じ
訳『ジェームズ・トムソン詩集』 （慶應義塾大学出版株式会社、平成
14・９）より。
ふぶきは不意におこり、高山や平原の雪を吹きちらすもので、往来の人は半身雪にうずめられ、凍死にいたるのだが、 『北越雪譜』 （上中下、三
冊）の著者・鈴木牧
ぼく
之し
（一七七〇～一八四二、江戸後期の文人、越後のひと）は、それを「雪
せっ
中ちゅう
の葬
そう
式しき
」とよんだ。
（26）171
バーンズの「わが心山
ハイランド
地に在り」の「二」に、雪をいただいた山のことが出てくる。
　　
二
さらばよ、雪
4
を
　　
頂いただ
ける高
たかみね
嶺よ、
さらばよ、川の辺
ほとり
　
　　
みどりの谷よ、……
同人の「人生の冬」の「二」は、さむい冬に病
びょう
軀く
（病気のからだ）になやむ老人をよんだものである。
雪4
は日を経
へ
て融
と
くるとも、
　　
頭かしら
の霜など溶
と
けむ。
たのむ蔭
かげ
なる老
おい
の軀
み
幹も、
　　
冬荒れ立てば摧
くだ
け去る。
	
注・小原無絃訳『バーンスの詩』 （日高有倫堂、明治
39・２） 、二三頁、二七頁。
グレイの「季節の移り変りから起る愉快を頌
たた
えて」に、雪が出てくる。
昨日までは、年は物
もの
憂う
く、
雪4
がつむじ風に舞い、
空中の楽
がく
も聞えず、
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家畜はうなだれて立っていた。
	
注・
グレイ作
　　
福原麟太郎訳
『墓畔の哀歌』 （岩波書店、昭和
45・８）より
。
ドロスィ・ワーズワースの「日記」にも、雪の記述が散見する。いくつかひろってみよう。
月曜日
―
快晴。サラとわたしはライダル（ウェストムアランドの村
―
グラスミアの村）まで歩いた。
夕食後、ロイド家をたずね、お茶をのみ、夕食をとった。身を切るような寒い夜、みぞれや雪
4
がふった。
	
一八〇〇・一〇・？
　
サラとわたしは上手の道を通ってライダルにむかったが、雪
4
のため引き返さざるをえなかった。
	
一八〇〇・ 一・三〇
夜のあいだに雪
4
がふりだし、いまもふっている……
　
	
一八〇一・一二・一七
丘のうえに雪
4
がふった。
	
一八〇二・二・三
　　
大地は雪
4
におゝわれていた。
	
一八〇二・二・一二
　
人々は土地をハロー（スパイク状の歯を並べ 除草用農具）で耕したり タネ まいていた。 きどき犬がほえたり、おんどりが鳴き、小鳥がさえずってい 。最も高い丘のうえには ところどころ雪
4
が残っていた。
	
一八〇二・四・一六
　
雪は俳句や短歌の世界でよくよまれる。その例をひろうと無数にある。
雪4
かきわけて連歌始
はじま
る
　　　　　　　　　　　　　　　　　
翠桃
薄雪4
は
橡くぬぎ
（ブナ科の落葉高木）の枯
かれ
葉は
の上
寒さむ
く
　　　　　
川水
（28）169
雪4
みぞれ
　
師走の市の名残とて
　　　　　　　　　　　　
ソラ
雪4
の朝
　
独ひと
り干
からざけ
鮭を
嚙カミ
得タリ
二人見し
4
は
　
今年も降
ふり
けるか
　　　　　　　　　　　　　
笈日記
雪4
かなし
　
いつ大佛の瓦
かわら
葺ふき
　　　　　　　　　　　　　　　
花摘
雪4
ちるや
穂ほや
屋（すすきの穂でふいた家）の薄
すすき
の
刈かり
残し
　　
猿衰
雪4
の暮
　
鴨しぎ
はもどって居るような
　　　　　　　　　　　　
蕪村
雪ゆきぐつ
沓を
　
はかんとすれば
　
鼠ねずみ
ゆく
　　
蕪村
雪4
国や
　
糧かて
たのもしき
小こ
家いへ
がち
　　　　　　　　　　　　
蕪村
雪4
ふくむ雲ゆきまよひ
　
わだつみ（海）に
　　　　　　　　　　　
さわだつ浪
なみ
のいろ定
さだ
まらず
　　　
牧水
寒かんてん
天のもと、降りつもった青々とした雪のことをよんだ漢詩をひとつ、つぎに引いてみよう。
驅馬曉上壘
　　
馬を驅
か
って（走らせ）暁
あかつき
に壘
るい
（とりで）に上る
積雲寒蒼蒼
　　
積雪
　
寒くし 蒼
そうそう
蒼たり（青々としている）
雪裂搖山色
　　
雪裂
さ
けて山色（山のけしき）を搖
ゆる
がし
落月久低昂
　　
落らくげつ
月
　
久しく低
ていこう
昂す（高くなったり、ひくくなったりする）
	
注・石田東陵（一八六五～一九三四、仙台士族。のち大東文化大学、東京文理科大学講師）より。
これらの句や文は、いずれも閑静なる雪の景色を描いたものであるが、そこに静的な冬の自然美を感じることができる。“花鳥” （花と鳥）も、自然の風物として観賞されるだけでなく、詩歌や絵画の題
テーマ
材にされたりする。
花とはなにか。それは種子植物の生殖器官の一つである。一定の期間に、美しい色相をおびて形成される。花を形成するものを図式でしめすと、
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つぎのようになる。
花……
　　花か
葉よう
（花や葉）
　　　　
花か
　じく軸（花をつける茎
くき
の部分）
　　
花の形にはどのようなものがあるのか。それには、
　　　
十字形
　
cruciform
　　　　　　　　　
石竹形
　
caryophyllus
　　
バラ形
　
rosiceous　（車輪状の意）
　　
高盆状
　
salver ‐
shaped
　　
幅状
　　
rotate　　　　　　　　　　
壷状
　　
uroeolute
　　
舌状
　　
ligulate
などがあるという（ 『自然美観』 、二二～二三頁） 。
英文学に現われた花は数多あるが、たとえば、バラ・ひなぎく・金せんか・桜・ゆり・さくら草・あらせいとう・忍
にんとう
冬・九輪草・黄花・ヒヤシ
ンス・スミレ・すいせん・クローカス・けし・野バラ・チューリップ・すいかずら・野ギクなどがそれである。
一方、日本に眼をむけると、西洋になく、東洋にしかない特有のものがある。梅・さくら・なし・もも・つばき・ぼたん・しゃくやく・ふじ・
山ぶきなどが。
ロバート・ヘリック（一五九一～一六七四、イギリス詩人）に、 「スミレ」をよんだ詩がある。
　　
すみれの花に
いらっしゃい、すみれ
4
の花、
　　
あなたらは
（30）167
　　
春を招き入れ、
春にかしづく誇り高い侍女。……
	
注・森
　
亮りょう
訳『ヘリック詩鈔』 （岩波書店、平成
19・
12）より。
ワーズワースには、有名な「水
すいせん
仙」をよんだ詩がある。
　　
水仙
谷また丘の上高く漂
ただよ
う雲のごと、
われひとりさ迷い行けば、折しも見
みい
出でたる一群の
黄こがね
金色
いろ
に輝く水仙
4
の花
湖のほとり、木
こ
立だち
の下に、
微風に翻
ひるが
えりつつ、はた、躍
おど
りつつ、……
	
注・田部重治訳『ワーズワース詩集』 （岩波書店、昭和
42・６）より。
バーンズは、忍
にんとう
冬（すいかずら）をうたっている。 「あはれフ
ヰ
リーよ」の中に、
　　
女
静かにとざす夕影の露つゆ
にうるほふ忍冬
4
も、
汝が接吻にくらぶれば、かぐはしからじ、あは ヰリーよ。
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注・小原要逸訳『バーンスの詩』 （日高有倫堂、明治
39・２）より。
花の美をかたちづくるものは、色と形であろう。およそ花の色相は
―
白色・深紅色・黄色・むらさき色・ピンク色・浅黄色などである。そしてこれらの色彩がしめすものは
―
、
白色…………純潔や清浄深紅色… 華麗をあらわす。バラは花の女王とよばれ、西洋では愛の印章をあらわす。ピンク色… かわいらしさ黄色…………沈静、あかるさ、生気などをあらわす。
	
注・ 『自然美観』を参照。
われわれは日々のくらしの中で、自然とふかい交渉をもっている。イギリス文学にとどまらず、日本文学にも自然の現象に目をむけ、それを美
と感じ、文芸のテーマとしたものが多くみられる。英文学においては、古代から二十世紀初期にいたるまで、詩や散文において自然が描かれることが多かった。
アングロ・サクソン文学の代表作に『ベオウルフ』 （六～八世紀の成立）があるが、これは叙事詩（歴史的事件、英雄の事跡をうたったもの）
である。この作品は、かならずしも自然をうたったものではないが、荒涼とした海や空やあらし、海岸風景などを活写している点で自然描写とみることができよう。自然をうたった抒情詩（感動をのべる詩）の萌芽は 十三、四世紀ごろみられ、十五世紀（チャールズ時代）になると、ロバート・ヘリック（一五九一～一六七四）は自然詩人として「水仙にあたう」や「スミレ」などをうたい、十七世紀になるとジョン・ミルトンが『失楽園』において、自然を描写した。
イギリスにおいては、自然を抒情詩において本格的にうたうようになったのは十八世紀になってからである。ジェームズ・トムソン（一七〇〇
～四八） 、トマス グレイ（一七一六～七 ） 、ウィリアム・クーパー（一七三一～一八〇〇） 、ロバード・バーンズ（一七五七～一七九六） 、ウィ
（32）165
リア・ワーズワース（一七七〇～一八五〇）などが、自然や田園を観察し、それを題材とした。湖水派の詩人ワーズワースは、自然を礼讃し、自然との交歓のなかから多くの傑作を生みだした。かれの自然観は、汎神論（万物に神が宿っているという説）的であった。
一
　
美学者
　
島村抱月の自然観照と「北英山水の概観」
哲学のばあいもそうであるが、わが国において「美学」 （美の本質を研究する）について初めて言及したのは西
　
周あまね
（一八二八～九七、明治期
の啓蒙的官僚学者）である。維新後、かれはさまざまの分野において啓蒙活動に従事したことはよく知られている。が、西洋に「美学」というものがあることをわが国に最初に紹介したのは西そのひとであった。「美
び
抄みょう
学がく
説せつ
」 （明治三年［一八七〇］の稿）の冒頭に、
哲てつがく
学ノ一
いっしゅ
種ニ美
エッセチクス
抄学ト云
いう
アリ
　
是これ
所いわゆる
謂美術ト相
あいつう
通シテ
　
其その
元げん
理り
ヲ窮
きわ
ムル者
もの
ナリ
とある。西は「百一新論」 （明治七年［一八七四］刊）のなかで、美学 こ を「善
エスゼチック
美学」と呼んでいる（ 『太陽』増刊「明治名著集」第一三巻第
九号、明治
40・６） 。が、 「美抄学説」の文字は、 「百学連還
　
第二篇」 （ 『西
　
周全集
　
第一巻』日本評論社所収、昭和
20・２）にみられる「佳
か
趣しゅう
論ろん
」をくわしくのべたものである。いわく
―
第六
　
A
esthetics
佳趣論
　
此佳趣論は
太たい
古こ
希ギリシャ
臘
の時代よりありしものといへとも、実に学問となりしは近来のことなり。
是これ
を学問となせしは
　
日ドイツ
耳曼
の
B
aum
garten
＋
1714
－ 1762 （アレクザンダァ・ゴットリープ・バウムガルテン
―
ドイツの哲学者。ドイツ美学の創始者。ハレ大講師をへてフランクフルト大教
授―
引用者）なる人にして、この学を
	G
um
an	 と名付けたり（この文章は意味不明
―
引用者） 。
古こ
昔せき
（むかし）は
　
是これ
を
	 　　　　　　　S
cience	of	B
eauty	
　
学
　
之
　
卓美
と称せり（一六八頁）
西は英語の
	a イースセティックスesthetics	 （美学）の訳語として、 「美抄学」 「善美学」 「佳趣論」など、いろいろ使いわけている。
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佳とは、 「よい」とか「美しい」意である。漢語に「佳
か
抄みょう
」ということばがあるが、西はあえてこの語を用いず、 「佳
か
趣しゅう
」という語をつくったよ
うである。
西によると、佳趣論（美学）のおもな考えは、同じ点とちがう点だという。天地間の万物は、みなおなじではなく、その内容に異同（ちがった
点）があるという それを研究するのが美学であるという。
古来、わが国には“美学”に相当する語はなかったよう 美学の定義は ろいろあるが、筆者がとくにこの稿において意図しているもの
は、自然界におけ 美的な感性的認識として 美学
―
哲学的美学ではなくて
―
どちらかといえば美術社会学
―
美的観
かん
照しょう
の発現としての美学
である。
美学とよく混同されるのは“美辞学”であるが、この語はどちらかといえば、 “修辞学” （ことばをうまく使い、美しくたくみに表現すること）
の意なの
自然の美をもっともよく教えてくれる者 、絵かきや文学者（詩人や随筆家）であろう かれらは自然の美しさをみる眼や観 心
）（（
（があるからで
ある。
島村滝太郎（一八七一～一九一八、抱
ほう
月げつ
はペンネーム。明治・大正期の評論家・劇作家・早大教授）は、明治三十五年［一九〇二］三月から同
三十八年［一九〇五］九月に帰国するまで約三年半ほど、東京専門学校の海外留学生としてイギリス・ドイツにいた。この間、滞欧通信を『読売新聞』や『新小説』にかき送った。が、ここ 取りあげる
小しょう
品ひん
「北英山水の概観」なども、そのうちの一つである。
この作品は、
湖レイクディストリクト
水地方
（イングランド北西部
―
美しい湖水や山岳からなる国立公園）の風光と詩人ワーズワースについて論じたもので、美
学者・抱月の妙味をいかんなく発揮している。島村は多芸なひとであった。かれはじつに多面の人だった。
―
美学者・評論家・教育家・小説
家・反訳者・新興文芸の紹介者・劇壇 革新者。新聞記者・文芸協会の経営者・早稲田文学の主催者・演劇の興行者など
）（（
（
、十一の顔をもっていた。
まれにみる才人であった。東京専門学校文学科（三学年制）に入学したのは、明治二十四年（一八九一）十月であり、同二十七年（一八九四）七月―
文学部第二回生として卒業した。卒業論文名は「覚の性質を概論して美覚の要状に及ぶ」といったものであった。これは美意識の性質を論
じた、美学についての論文であった。
当時の東京専門学校は、
―
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政学法学（行政をふくむ）文学
三学部からなっており、学生数約一千名。蔵書一万冊であった。島村が文学科の学生としてまなんだ科目は、おそらくつぎのようなものであり、この中から毎年、適宜必要なものを八科目ほどえらんで受講したものであろう。
そのころの教師の数は、六十名あまりであった。教科のなかで島村がとくに興味をもったものは、美学であった。明治三十一年（一八九八）二
月、欧州留学に旅立つまで、東京専門学校の文学科で、哲学史・文集・心理学・論理学・アディソン（一六七二～一七 九、イギリス 詩人・随
　　　　
文
　
学
　
科
　
課
　
程
　
表
第
一
年
級
第
二
年
級
第
三
年
級
一週時間
前
　　　　　
期
一週時間
後
　　　　　
期
一週時間
前
　　　　　
期
一週時間
後
　　　　　
期
一週時間
前
　　　　　
期
一週時間
後
　　　　　
期
英文
一五
史
学
論理学 心理学 大家文集韻語復文作
文
朗
読
アヂソンシエクスピヤ
一五
史
学
論理学 心理学 大家文集韻語復文作
文
朗
読
英文学史シエクスピヤ
一五
史学（文明史）哲
学
韻語復文作
文
英文学史大陸文スコツトシエクピヤ
一六
史学（文学史）哲
学
審美学 作
文
韻語復文大陸学史ヂツケンスシエクスピヤ
一七
史
学
哲
学
社会学 倫理学 審美学 作
文
ミルトンスペサルカーライル
一五
史
学
哲
学
社会学 倫理学 作
文
ミルトンスペサルカーライル
注・ 「明治二十四―二十五年度
　
学校規則要領および講師」より。また『早稲田文学』 （第二九号、明治
25・
12）にも、これとおなじものが載っている。
卒業論文
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筆家
）（（
（）を担当していたのは、大西
　
祝はじめ
（一八六四～一九〇〇、明治後期の哲学者。操
そうざん
山と号した）であった。
かれは元治元年（一八六四）岡山にうまれ、同志社英学校をへて東京帝国大学予備門にまなんだ。明治二十四年（一八九一）十一月から東京専
門学校に奉職し、西洋哲学史・倫理学・論理学・美学などを担当した。
鷗外が明治二十五年（一八九二）に慶応義塾に招かれて美学を講じるようになると、東京専 学校はこれに対抗して大
（小屋）
塚保
やす
治じ
（一八六八～一九
三一、明治大正期の美学者。のち東大教授。東大において最初の美学講座を担当）を講師としてまねいたが、これは大西の推せんによるものであった。当時小屋は東大 院生であり、明治二十五年八月から学生服
）（（
（まゝ教壇にたち、ハルトマン美学を講義した。
　
島村は大西や小屋の講義をとうぜん聴いたものであろう。明治二十五年（一八九二）ごろの『東京専門学校校則・学科配当資料』に、やゝく
わしい講義内容についての説明がみられる。
　　
注・ 「東京専門学校課程表明治二十七年九月改正」より。
そのころの美学の主流は、ドイツ派の美学
―
カント、ハルトマン、ショーペンハウアな
どであったが、大西はそれと並んでフランス派の美学（ギュヨー） 、イギリス派の美学（サンタヤーナ、マーシャル、グラント、アレン）など を解説批評した（本間久雄） 。
島村は東京専門学校を卒業するさい、将来の抱負をかたった。
―
できれば学者として哲
学とくに美学の研究をまっとうしたい。著述家として評論的日本文 史を大成したい、と
第三学年［前期］哲学史……近世哲学デカルトより。倫理学……序論。在来諸説の批評。美学……在来諸説の批評。
［後期］哲学史……近世哲学
　
最近の哲学者にいたる。
倫理学……在来諸説の批評、右［前記］批評より結着する倫理説の大要。美学……在来諸説の批評。その批評より結着する美学の大要。
島村抱月
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（ 『同窓記念録』 ） 。
島村は東京専門学校に入学して以来、哲学・美学の洗礼をうけ、亡くなるまで美学にたいして永続的な偏愛をしめし、芸術座の地方巡業にも美
学の書物をたずさえたという（土方定一「島村抱月と明治美学史」 『近代日本文学評論史』所収、法政大学出版局、昭和
43・
11） 。かれはいったい
美学のなかにいかなるよろこび、いかなる意義を見いだしたのであろうか。
かれが美学を偏愛したのは、つぎのような理由によるものであった。
一
　
	 人生はなんのために芸術を所有するか。この考察が取りもなおさず美学である。美学のさいごの一語は、この疑問にたいする答でなくてはならぬ（ 「芸術と実生活の界
さかい
に横はる一線」 『抱月全集』第二巻、一四五頁） 。
一
　
生命（人生）を味はんとする心が、美の要求である（ 「生命」 、明治
45・４） 。
“芸術”とは、文学・音楽・絵画・彫刻・演劇など、ある素材を用いて、美を創作したり表現することの意である。島村にとってもっとも大事なことは、人生と芸術ということであった であろう。 “美術” は 絵画や彫刻のように美を視覚的に表現しようとする芸術の意である。かれのことばを意訳すると、自然の風光（けしき）は、まさに美の一
いちげん
源（一つのみなもと）だという。さらに美学の素
もと
（本質）をなすものは、
美術のほかに、自然界だ いう。もし美術上の美を芸術美と呼ぶとすれば、自然界の美は、自然美ということになる。この二つを研究の主
テーマ
題とす
るのが、美学である（ 「芸術美と自然美」 『泰西 学史』所収）
カルル・ロベルト・エドゥアルト・フォン・ハルトマン（一八四二～一九〇六、ドイツ 哲 者。東大に招かれたが果さず、代わってラファエ
ル・ケーベル 明治二十六年［一八九三］に来日し、哲学・美 を講じた によると、自然美が起すところ 作用のこ を感納（応）とい いう
）（（
（。われわれは自然物（山、海、空、川）の美しいながめをみて、優美や空間的崇高を感じることがある。われわれの自然にたいするその共感的
感情
―
内容感情を図でしめすと、つぎのようになる。
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注・松本孝次郎講述「美学講義」 （ 『哲学館講義録
　
合綴
　
第一号、刊行年不詳）より。
国木田独歩（一八七一～一九〇八、明治期の詩人・小説家）は、かつてこんなことをいった。それは自然を研究する態度についてのべたもので、
意訳すると、つぎのようになる。
―
自然を研究し、まことの叙景文をかこうと思ったら、大いに勉強する必要がある。どんなに遠くても不便で
あっても、そこに出かけねばならぬ そしてできるだけ散策せねばならぬ。朝霜がふっていようと、無理して起き、一生懸命、自然をさぐってあるかねば、ほんとの自然のめぐみ 浴することが ない。日々、うまずたゆまず自然の勉強をつづけているうちに、自然は日に日に新たなるものをしめし、われわれを警発してくれる（ 「自然を写す文章」 『国木田独歩全集
　
第一巻』所収、学習研究社、昭和
40・３） 。
明治三十五年（一九〇二）八月中旬
―
島村はロンドンの下宿先のサマーズ牧師夫妻ならびに近所の
人々十名ほどと、湖水地方に避暑をかねて、約二週間の旅行に出かけた。目的地の基点となるウィンダミアまで、汽車で七時間もかゝる旅であった。携帯品は、着替え一組、カメラ（コダックのブローニー写真機） 、ワーズワース詩集、ベデカーのイギリス案内記、よみかけの本を一、二冊だけであった。旅の日程はつぎのようなものであった。
８・
14（木）……
	 ロンドンのユーストン駅を出発。ノーサンプトン
―
スタフォード
―
プレストン
―
ランカスタ
―
ウィンダミアへ。ウィンダミアから集合馬車にのり、アンブルサ
イド村へ。ビリ グトン夫人宅に投宿。
８・
15（金）……アンブルサイドの東にあるワンスフェル・パイク（一五九七フィート）に登った。ジ
優美
外延的（概念の表わす事がらの範囲
―
運動、静止する物体） 、
内包的（内部にふくみもつ）優美。
　
美
崇高
外延的崇高（空間的、時間的崇高 、内包的崇高（自然力の崇高） 。
グラスミアの教会と墓地。
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学。
８・
26（火）……在宅。
８・
27（水）……
	 馬車でコニストン村（ウィンダミア湖の対岸に位置）におもむいた。ジョン・ラスキンの家、ワーズワースが泊った宿などを見学。のちホークスヘッド村（ワーズワースの故郷）を訪れ、グラマースクールを見学。
８・
28（木）……アンブルサイド村を発し、ウィンダミアに出、それより汽車にのりロンドンへ。
島村の「北英山水の概観」は、湖水地方の自然をわが眼でじかに見て描いた
写スケッチ
生画
である。かれによると、 「自然の風物はすべて
一いっふく
幅
の絵」な
ェンキンの断崖で休息。
８・
16（土）……
	 ウィンダミア湖を汽船でくだり、レイク・サイド（ボウネス村から六マイル）から汽車にのり、ファーネス修道院の廃墟を見学。湖上のけしきはすばらしく、画趣に富んでいた。
８・
17（日）……アンブルサイド村の教会を訪れた。
８・
18（月）……
	 ストック・ジル・フォース（滝） 訪れたのち、グラスミア村（アンブルサイド村から北へ五キロ）に き、ワーズワ スやコールリッジの旧宅を見学。
８・
19（火）……
	 ヘリヴェリン（九五〇メートル）に登った。帰途、グラスミア村にもどり、グラスミア教会にあるワーズワースとコールリッジの墓を見学。
８・
20（水）……在宅。
８・
21（木）……グラスミア村のボートレースを見学。ワーズワースの旧宅（ 「ハト小屋」 ）を見学。
８・
22（金）……午前中、宿ですごす。午後、飛び石
８・
23（土）……小蒸気船でボウネス よりウィンダミアにいき、アレスト・ヘッド 小丘）に登っ
た。
８・
24（日）……在宅。
８・
25（月）……ライグデイル・パイク（山）に登った 、ダ ジョ ・ギル・フォール（滝）を見
ウインダミア湖の鳥瞰図
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水の美………
	 山水
奇き
絶ぜつ
（ひじょうに奇妙）と称せらる。
深ふか
く
蒼あお
き水、さゝや
く水よりも沈
ちんもく
黙せる水の方
ほう
が、一層
そう
よく此
こ
の景
け
色しき
にかなふ。
雲の美………
	 風ふううん
雲の変
へん
（にわかにかわる）を蔵
ざう
する所に
趣しゅ
味み
（おもむき）の
中心がある。
草木の美……高
かうざん
山の斜
しゃめん
面一体
たい
に、水分に富
と
んで、青
せいそう
草茂
しげ
り、……
［時間的美］黄たそがれ
昏の美……
	 夕ゆう
ぐれとなれば、今まで緑りであった山々も、
裾すそ
の方から青く
なり、黒くなって……。
かれの眼はつねに自然を美学的に熟視し、そのときの内的感情やその景象を、
ことばをもって表現することにすぐれた能力を発揮した。
湖水地方は、鏡のような湖
みずうみ
を中心に、それを取りまく丘陵、広くあさい谷、
森、雑木林、木立、芝生、牧場、炊煙のたちのぼる羊飼いの家、しずかな小村
のである（ 「泰西美学史」 ） 。かれは「美を観ずる我が心に徹せよ」 （美を感じるじぶんの心を証明せよ）といったようなことを述べている（ 「審美の意識」 ） 。かれの「北英山水の概観」は、美学的見地から北イングランドの自然を分析描写したものといえる。島村はその自然界の特徴を要約し、「北
ほくえい
英の景
けしき
色は、山にして牧
ぼく
場じょう
、水
みづ
にして湖
こ
水すい
、この二大ノート（しるしの意か）に由
よ
って調子を定
さだ
められている」と。かれがいわんとするの
は、山地（ひくい丘陵状）をなしている所は、羊が放しがいになっている牧場、そして水があるところは山間の湖水だというのであろう。
島村が湖水地方の自然美の内容を観察写
しゃ
照しょう
（うつす）し、つぎのように表現した。
［空間的美］
　　
［抱月の描写法］
山の美………渓
けいこく
国の勝
しょう
（よいながめ）に富み……。
ボウネスの村からみたウィンダミア湖
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然」という語があり、 「天然」と同義である。人工をくわえない、ありのまゝの状態をいう。あるいは天地万物の意なのである。
わが国の古代においては、 「自然」のことを「造化」 （ぞう―か、ザウクヮ）とよんでいた。 『古事記』 （和銅五年［七一二］の成立）や『太平
記』 （応安年間［一三六〇～七〇年代？］の成立）にこの語がみられるし、近世においては、 『奥の細道』 （元禄十五年［一七〇二］刊）の「松島」に、 「造化の天工」として出てくる。
古代人は自然界のあらゆる物象
―
山川草木にも神がやどっていると考えた。神と世界とは一体だとする哲学（汎神論）をもっていた。
『万葉集』 （現存最古の和歌集［二〇巻］ 、奈良時代末［八世紀］の成立と考えられている）にも、
―
浪・雲・風・霧・雨・
露つゆ
など、自然現象
から成っている。詩人ワーズワースは、湖畔の自然の景象にはぐくまれ、瞑
めいそう
想の天地をさまよい、
その山水画に生命を吹き込んだのである。
島村がえた湖水地方の印象は、おだやかにして
柔やわ
らかなものであった。昼間は灰青色の空 緑や
黄色の斜面をみ、日ぐれともなれば、落日の壮美、さらにくれゆくにつれて黒
こくうん
雲天をおおい、暮烟
えん
の
なか遠くからヒツジの声がきこえてくる、と った田園牧歌的な景色をみたのである。それがこの地方の特色であった。
むすび
日本にも古代から自然をうたった詩歌や散文が発達した。われわれがこんにち使っている「自然」
とは、どのような意なのか。自然とは人の作為によらずして存在するものとか、現象を意味する。具体的に
―
山・川・海・雨・風・草木・動物などをいう（ 『国語大辞典』小学館） 。漢語にも「自
グラスミア湖
ボウネスの船着場
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をうたったものがある。清少納言（生没年不詳。平安中期の女流文学者）の『枕草子』 （寛和二年［九八六］ごろの執筆？）に、四季のうつり変りに眼をむけ 、自然現象にたいする記述がみられる。
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どについての叙景がみられる。
吉田兼好（一二八三？一三五〇？鎌倉末・南北朝期の歌人・随筆家・隠者）の『
徒つれづれぐさ
然草
』 （鎌倉末期の随筆）にも、四季の自然美を叙したもの
がある。著者によると、季節の移りかわるのは感にうたれるという。秋がいちばん心をうたれる、と人はいうが、わたしには春の景色がいちばんだという（第一九段） 。
冬の景色も、秋にけっしておとらない。紅葉が散り、霜の朝、すてた水から煙が立つのをみるのも趣
おもむき
がある。年くれに人が急ぎあっているのを
みると心がうたれる。寒そうに澄んだ空の月は、心細く感じられる（第一九段） 月の夜、雪の朝、花のもとでも、のんびりくつろいで話をし、酒盃を取りだしたのは、ひじょ 興をそえるも であ （第一七五段） 。ここに描かれているのは、閑寂な「わび」の世界である。芭蕉がみた自然も“閑寂な世界” （しずかで、さみしい世界）であった（荻原藤吉『芭蕉の自然観』春 社、昭和８・３） 。
ヨーロッパ人と日本人の自然にたいする態度の違いはどこにあるのであろうか。ヨーロッパ人は自然と戦ひ、それを征服し、支配しなければい
られぬ。かれらは自然を征服した人間本位の生活をしている。ヨーロッパ文学に現われた自然現象は
―
官能的、肉感的、情熱的すなわち人間的
な自然だという。
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一方、おおかたの日本人は、自然現象にのっとった生活を本位（標準）としている。俳諧や茶道の極致としてのおもむき（味わい）に、 「わ
び」というものがある。これは人間が自然に圧倒されてゆくのを忍従することから生じる感情のようである。日本文学に現われた自然は、人間の胸のうちに入り込んで生きている自然だという（吉江
喬たかまつ
松「自然文学」 『日本文学大辞典第三巻』所収、新潮社、昭和
25・８、三九九～四〇〇頁
を参照） 。
わが国は四季に富み、自然のながめが美しいことから、日本人はおのずから天地山川を愛し、自然にあこがれてきた。芳賀矢一（一八六七～一
九二七、明治・大正期の国文学者）によ と、この点においてわれわれはヨーロッパ人よりも「天の福徳」をえているという（ 『国民性十論』冨山房、明治
40・
12） 。
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